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平
成
十
八
年
四
月
十
五
日
の
発
足
か
ら
数
え
、
七
年
目
の
活
動

期
に
入
っ
た
松
山
離
島
振
興
協
会
の
定
期
総
会
が
、
去
る
五
月
十

三
日
に
、
創
設
を
宣
言
し
た
中
島
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

改
選
期
と
な
る
奇
数
回
の
今
回
、
三
役
は
田
中
政
利
会
長
、
山

本
士
人
・
古
野
真
理
子
両
副
会
長
が
再
選
さ
れ
、
金
本
房
夫
・
赤

崎
務
両
監
事
も
続
投
と
な
り
ま
し
た
。
理
事
は
一
名
の
交
代
が
あ

り
、
新
理
事
に
脇
坂
千
恵
美
さ
ん
が
就
任
し
た
ほ
か
、
執
行
部
の

体
制
は
、
地
域
産
業
部
が
島
原
和
晄
部
長
、
石
本
憲
三
副
部
長
、

観
光
振
興
部
は
田
中
治
部
長
、
村
上
良
二
副
部
長
が
、
し
ま
づ
く

り
部
は
内
藤
久
司
部
長
、
立
花
啓
一
副
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、

事
務
局
三
役
も
俊
成
雅
直
事
務
局
長
以
下
変
更
な
し
と
な
り
ま
し

た
。 

 

松
山
市
で
は
、
中
村
前
市
長
か
ら
野
志
現
市
長
が
離
島
振
興
の

意
志
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
表
現
に
関
し
、
新
た
な
思
い
入
れ
の
こ

と
ば
と
し
て
「
離
島
」
を
「
里
島
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
離
島
振

興
策
に
さ
ら
な
る
魂
を
込
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
忽
那
諸
島
に

と
っ
て
、
市
と
の
協
働
の
体
制
は
、
以
前
に
も
増
し
て
強
化
さ
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中
村
知
事
が
新
た
に
公
表
さ
れ
た

「
仮
称
・
大
島
博
覧
会
」
は
、
野
志
市
長
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
瀬
戸
内
・
松
山
構
想
」
と
も
相
ま
っ
て
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

島
々
の
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
改
め
て
掘
り
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な

る
も
の
と
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

私
た
ち
松
山
離
島
振
興
協
会
は
、
こ
れ
ら
行
政
の
動
き
を
じ
っ

く
り
と
見
極
め
、
そ
し
て
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
し

っ
か
り
と
考
え
な
が
ら
、
こ
の
一
年
を
活
動
し
て
い
く
と
と
も
に
、

さ
ら
に
先
々
の
環
境
の
変
化
も
常
に
予
測
し
な
が
ら
、
忽
那
諸
島

に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
有
用
な
政
策
が
引
き
続
き
施
さ
れ
て
い
く

よ
う
、
行
政
と
島
民
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
そ
の
役
目
を
十
分

に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
島
に
住
む
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
て
、
協
会
活
動
を
盛
り
立
て
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
と
も
、
新
規
協
会

会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

松山離島振興協会の会長として３度目の

再選を果たした田中会長が就任あいさつ

に立ち、野志市長の掲げる「愛ランド里

島構想」への側面支援を約束。後半は、

今後の方向性について、松山市企画政策

課のみなさんと意見交換しました。 

離
島
振
興
の
歩
み 

七
年
目
へ
突
入
。 

忽
那
の
島
々
を 

ふ
る
里
の
島
に
！ 

 
  
 
 
 
 



 

   
―忽那ロマン探訪現地踏査― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わ
が
国
の
歴
史
上
、
お
よ
そ
鎌
倉
時
代
か
ら
安

土
・
桃
山
時
代
ま
で
と
い
わ
れ
る
中
世
。
水
軍
は

海
の
領
主
と
し
て
島
々
を
治
め
、
同
時
に
海
の
覇

者
と
し
て
海
上
交
通
の
水
先
案
内
役
を
務
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ 

忽
那
水
軍
は
、
中
島
に

本
拠
を
置
き
、
各
所
に
砦
を
設
け
、
往
時
は
西
瀬

戸
一
帯
を
取
り
仕
切
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
忽
那
水
軍
の
足
跡
を
た
ど
る
『
忽
那
ロ
マ

ン
探
訪
』
の
取
り
組
み
の
中
、
協
会
の
ガ
イ
ド
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
部
会
で
は
、
各
島
に
残
さ
れ
た
水

軍
の
足
跡
を
記
録
す
る
現
地
踏
査
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。 

部
会
メ
ン
バ
ー
が
現
地
踏
査
の
最
初
の
島
に

選
ん
だ
の
は
、
田
中
会
長
の
住
む
怒
和
島
。
五
月

の
連
休
の
あ
る
日
、
意
気
揚
々
と
上
怒
和
港
に
降

り
立
っ
た
部
会
メ
ン
バ
ー
六
人
が
、
ま
ず
め
ざ
し 

 

た
の
は
上
怒
和
港
近
く
の
丸
子
鼻
へ
の
登
頂
。
戦
後
放

置
さ
れ
て
以
来
、
人
の
立
ち
入
り
を
拒
み
続
け
た
丸
子

鼻
。
立
ち
ふ
さ
が
る
ブ
ッ
シ
ュ
と
道
な
き
急
斜
面
に
呆

然
と
す
る
一
同
に
、
会
長
の
「
行
く
ぞ
」
の
ひ
と
声
が
。

先
導
役
を
担
う
会
長
は
、
若
い
頃
身
に
付
け
た
と
い
う

「
藪
漕
ぎ
」
の
業
で
、
後
進
に
道
を
切
り
拓
い
て
い
き

ま
す
。
三
十
分
近
く
の
格
闘
の
末
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な
り

な
が
ら
も
や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
た
ど
り
着
き
、
周

囲
を
眺
め
ま
し
た
が
、
景
色
は
雑
木
で
ま
っ
た
く
見
え

ま
せ
ん
。
腰
を
下
ろ
し
晩
柑
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
一
息

し
、
改
め
て
辺
り
を
見
回
す
と
、
か
ろ
う
じ
て
足
場
は

南
北
に
細
長
い
平
坦
な
地
形
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の

先
は
断
崖
絶
壁
、
真
下
は
ク
ダ
コ
水
道
と
な
っ
て
い
ま

す
。
丸
子
の
鼻
は
、
島
の
北
東
に
位
置
し
、
松
山
側
で

あ
る
ク
ダ
コ
水
道
に
突
き
出
た
断
崖
絶
壁
の
独
立
丘

陵
。
水
道
の
中
央
に
位
置
す
る
中
世
ク
ダ
コ
城
を
は
さ

み
、
対
岸
の
中
島
本
島
に
は
「
大
部
屋
・
小
部
屋
」
と

呼
ば
れ
る
古
い
地
名
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ

の
地
は
、
水
道
を
航
行
す
る
船
舶
を
厳
重
に
見
張
る
最

適
の
位
置
、
天
然
の
要
害
を
利
用
し
た
絶
好
の
海
の
関

所
で
、
丸
子
鼻
の
斜
面
に
は
高
さ
三
ｍ
を
越
え
る
石
積

み
や
郭
を
形
づ
く
る
平
坦
地
、
ま
た
岸
辺
の
磯
に
は
柱

穴
が
穿
た
れ
る
な
ど
、
忽
那
水
軍
城
の
足
跡
が
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

怒
和
島
は
元
々
一
つ
の
集
落
で
形
成
さ
れ
て
い
た

と
語
ら
れ
ま
す
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
、
丹
念
な

石
垣
技
術
で
町
並
み
を
形
作
っ
た
島
東
の
上
怒
和
地

区
と
、
安
芸
灘
に
面
し
、
湾
を
取
り
囲
む
よ
う
に
整
然

と
細
い
路
地
と
町
並
み
が
扇
状
に
広
が
る
元
怒
和
地

区
の
二
集
落
が
あ
り
、
現
在
、
半
農
半
漁
を
糧
と
す
る

島
民
す
べ
て
を
合
わ
せ
て
も
四
百
五
十
人
以
下
、
高
齢

化
率
五
十
五
％
以
上
と
い
う
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
島
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
「
ぬ
わ
」
と
呼 

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
な
ぜ
「
怒
和
」
と
い

う
字
が
あ
て
ら
れ
た
の
か
。
中
世
ク
ダ
コ
衆
や
丸
子

姫
な
ど
あ
ま
た
の
伝
説
と
謎
に
満
ち
た
島
の
物
語
と

が
残
さ
れ
る
怒
和
島
。
鎌
倉
時
代
の
文
書
や
室
町
時

代
の
足
利
義
満
の
安
芸
国
厳
島
神
社
の
参
拝
記
録

に
、「
安
芸
国
蒲
刈
島
に
向
か
う
途
中
『
ぬ
わ
』
の
島
々

が
見
え
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
集
落
に
も
、

多
く
の
つ
わ
も
の
た
ち
の
墓
標
で
あ
る
五
輪
塔
が
至

る
と
こ
ろ
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
元
怒

和
集
落
を
見
下
ろ
す
俵
山
の
そ
の
裾
野
に
は
、
い
く

つ
か
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
五
輪
塔
群
が
残
さ
れ
て

お
り
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
島
の
歴
史
が
そ
こ
こ
こ

に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、

島
を
語
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
、
今
こ
そ
詳
細
な
記
録

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。 

自
然
や
独
自
の
歴
史
文
化
に
触
れ
、
農
魚
村
で
余

暇
を
過
ご
す
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
静
か
な
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
協
会
で
は
、「
島
を
語
る
ガ

イ
ド
人
材
の
育
成
」
の
た
め
の
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル

づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

90ｍの丸子鼻頂上へたどり着いたメンバーたち 

農
道
か
ら
中
世
ク
ダ

コ
城
の
あ
っ
た
ク
ダ

コ
島
を
間
近
に
望
む 



 

お大師参りウォーキング ｉｎ睦月 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎
年
、
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
睦
月
島
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が

今
年
も
四
月
十
五
日
の
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
で
六
回
目
の
開
催
と
な
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
協
会
で
も
も
っ
と
も

古
い
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
。
島
の
理
事

で
あ
る
田
中
治
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で

島
の
女
性
陣
の
パ
ワ
ー
が
結
集
す
る
、

今
に
続
く
伝
統
あ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
と

成
長
、
毎
回
二
〇
〇
人
規
模
の
集
客
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
気
の
秘
密

は
、
お
み
や
げ
物
売
り
場
に
あ
り
ま
し

た
。
お
越
し
の
み
な
さ
ん
が
迷
う
ほ
ど

の
品
数
は
、
同
時
に
島
の
お
年
寄
り
が

楽
し
み
に
す
る
ほ
ど
の
充
実
ぶ
り
。 

忽忽忽那那那諸諸諸島島島ののの今今今昔昔昔ををを語語語るるる ／松山観光ボランティアガイドの会 総会 

 

去る平成２４年５月２５日、松山市総合コミュニティセンター会議室で開催された『松山観光ボ

ランティアガイドの会』の総会で、田中会長が「松山離島振興協会の取組みと忽那諸島の紹介」と

題した講演を行いました。 

平成２４年度の定期総会に際し、忽那諸島のことを学びたいと、協会に基調講演を依頼した『松

山観光ボランティアガイドの会』は現在、呉市との間で提携を結び、それぞれの行政とボランティ

アガイド、運輸事業者の計６者がスクラムを組み、両市の観光面での相互乗り入れの取り組みを協

定し活動中。その活動の一環としてすでに、石崎汽船・瀬戸内海汽船の船上で、それぞれの観光客

に対する事前観光案内のサービスを実施しています。広島市・呉市から乗船の来松客に、道後・松

山の案内はもとより、道中である忽那諸島界隈の水先案内を行うことで、瀬戸内・松山構想に基づ

く現代の瀬戸内海の魅力をお伝えするとともに、海上交通華やかなりし中世の時代の水軍の歴史に

思いを馳せていただこうという趣向です。 

 当日、４０分の時間をいただき会長が講演した 

内容は、協会設立の経緯から始まり、坂の上の雲 

の支援事業を受けての地域資源調査やクルージン 

グの取り組み、夢工房での提言『しまはく』が実 

現する経過、そして現在の『里島ツーリズム』に 

至った流れなど協会活動を時系列で解説するとと 

もに、忽那９島が持つ固有の魅力も順に紹介しま 

した。話しの締めくくりには、ボランティアガイ 

ドのみなさんへの協力をお願いする一方で、「ぜ 

ひ自分の目でその魅力を確かめてほしい」と来島 

を歓迎する呼びかけも。両者の今後の連携が、新 

たな島の活性化につながる気がしています。 

そ
ん
な
副
次
効
果
も
生
む
恒
例
イ

ベ
ン
ト
に
、
今
回
は
先
日
開
催
の
『
し

ま
コ
ン
ア
フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
』
を
相
乗

り
。
め
で
た
く
カ
ッ
プ
ル
と
な
っ
た

方
々
を
招
待
す
る
企
画
を
田
中
理
事

に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
、

参
加
で
き
た
の
は
残
念
な
が
ら
一
組

だ
け
。
で
も
、
男
性
陣
も
よ
そ
の
島
へ

は
な
か
な
か
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
い

い
機
会
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

大
勢
の
市
民
に
ま
ぎ
れ
て
、
島
デ
ー
ト

も
楽
し
い
二
人
の
も
と
に
、
や
や
お
邪

魔
な
感
じ
も
田
中
会
長
が
合
流
。
当
人

な
り
の
思
い
で
二
人
の
前
途
を
祝
福

す
る
健
気
な
会
長
で
し
た
。 

睦
月
の
新
名
物
と
な
っ
た
催
し
に
、

ぜ
ひ
一
度
、
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 
 



 

里島めぐりの最新情報はＨＰでチェックしてね！ 
http://ritoumeguri.com/      

☆ 松山離島振興協会は、会員のみなさんの会費によって運営されています☆ 

☆ あなたも会員になって、いっしょに活動しませんか☆ 

【地域産業部】 
 

興居島みかんと中島のみかんの風味は違

います。それぞれに特長がありますから、お

客さんにとっては、それが選ぶ楽しみとなっ

ているようです。釣島出身のぼくが、興居島

にもいくらかの農地を持ってみかんづくり

に精を出しているわけですが、その手塩にか

けた製品をおいしいと言ってもらえたら、そ

れに勝る喜びはなく、がんばった甲斐があり

ます。 

これからも多くのみなさんに喜ばれるみ

かんをつくり育てていきたいと思います。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

副部長 石本憲三 

   ℡961-2033 

 

   

【観光振興部】 
 

 中島汽船に務める中島大浦の村上です。今

回、観光振興部の副部長を仰せつかりまし

た。どうぞ、よろしくお願いします。 

私は仕事柄、協会の企画・運営するクルー

ジングの段取り等がメーンの役回りになろ

うかと思いますが、参加されるみなさんに喜

んでいただけるよう、いいコースを考え、み

なさんを安全・快適にお連れできたらと思っ

ています。秋には、新たな提案のクルージン

グを開催したく思っていますので、みなさん

ご期待ください。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

副部長 村上良二 

℡997-2038 

   

    

                          

 【しまづくり部】                 
 

 １５年間続けた役所勤めを辞め、平成１８年４月から故郷の野忽那島に戻り漁師を始めた私

ですが、今は家族や仲間たちと共に、島にお金を落とす仕組みを作り上げようと、日々模索の

毎日を過ごしています。島での安定した暮らしを継続させるためには、経済的支えを確固たる

ものにすることが命題中の命題です。しかもそれを無理なく自然な形で継続させることはまさ

に至難の業なのですが、松山市の後押しもあり、今少しずつではありますが、何かが見えつつ

ある気がしています。「体験というキーワードの中で、自分たちの島の暮らしが提供できるも

のは？」そうした視点で、これからもさまざまな挑戦を続けていきたいと思っています。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

副部長 立花啓一 

℡998-0021 
 
 


